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筑波研究学園都市記者会 
 
日時：平成30年12月10日 14時 

 

    
 
 
 
 
     
 

 平成３０年１２月１０日 
        国立研究開発法人土木研究所 

 

ユネスコ第 8 代事務局長 松浦晃一郎氏による 

特別講演会「国際社会の動向と日本」開催 

 

アジア人初として第 8 代ユネスコ事務局長（1999 年 11 月-2009 年 11 月）に就任された 松浦

晃一郎氏（現 株式会社パソナグループ顧問）に来所頂き、下記要領にて特別講演「国際社会の

動向と日本」を開催します。 
 

記 

 
■講演名：「国際社会の動向と日本」 “Global trend and Japan” 
■日時：2019 年 1 月 16 日（水）13:15-14:45（開場 12:45） 
■場所：国立研究開発法人土木研究所  

ICHARM 棟 1 階 講堂および会議室（ライブ中継） 
■参加登録：オンライン登録必要（別添チラシ参照） 
■講演言語：英語（日本語への同時通訳あり） 

 
 
１．開催の経緯 

松浦晃一郎氏は、1999 年 11 月に、アジア人初の第 8 代ユネスコ事務局長に就任されました。その

間、日本初のユネスコカテゴリーII センター※として「水災害・リスクマネジメント国際センター

（ICHARM）」の土木研究所内への設立に尽力されました。 

元ユネスコ事務局長としての、松浦氏の豊かな知識や経験に基づく、世界の水災害関係の状況や諸

政策の動向を知ることは、世界の水関連災害被害軽減に関係する研究者、並びに関係する専門家、あ

るいは国際的な活動を志す学生にとって、極めて意義があると考えられます。 

そのため、ICHARM では、上記のとおり特別講演会を開催し、松浦氏から講演をいただくこととし

ました。 

※ユネスコカテゴリーII センター：ユネスコと協力して各種プログラムを実施する機関のこと。ユネスコから

は独立しているが、ユネスコ総会にてユネスコの正式な協力機関として承認されている。 

 

 

ユネスコ第 8 代事務局長 

松浦晃一郎氏 



 

２．講師略歴：  

1961 年 6 月～  外務省 経済協力局長、北米局長、外務審議官等を歴任 

1994 年 8 月  駐仏大使 

1999 年 11 月-2009 年 11 月 第 8 代ユネスコ事務局長 

2013 年 6 月  アフリカ協会会長就任 

2017 年 9 月  株式会社パソナグループ顧問就任 

 

 

３．講演概要： 

我が国の政府機関や民間企業、大学などの研究機関は、様々な形で国際貢献、活動を行ってきてい

ます。例えば、官民でインフラ輸出を進めています。文化面でもユネスコの世界遺産、無形文化遺産

の支援や、日仏交流 160 周年記念事業などの様々な活動を実施しています。また、大学などの研究機

関も先進技術の共同開発や移転、人材育成などを行っています。このような現状を踏まえ、今後、我

が国は国際的にどのような役割を果たすべきか、どういう点をさらに強化すべきかなどに関して、豊

富な国内外での経験からお話しいただきます。 

 

 

４．その他 

 添付チラシを参照ください。 

 

問い合わせ先 

 

  国立研究開発法人土木研究所 

     水災害研究グループ 特別研究監 今村能之 

  電話番号 ０２９－８７９－６８０７（直通） 

 

 



特別講演会

現職：株式会社パソナグループ 顧問

主な経歴：
1961年6月 外務省 経済協力局長、北米局長、外務審議官（先進国サミットのシェルパ兼任）等を歴任
1994年8月 駐仏大使
1998年11月 世界遺産委員会議長
1999年11月-2009年11月 第8代ユネスコ事務局長
2010年11月-2016年6月 日仏会館理事長
2011年 3月 立命館大学 学術博士号
2011年 8月-2017年8月 株式会社パソナグループ社外役員
2013年 6月 アフリカ協会会長就任
2014年 5月 関信越音楽協会 代表理事就任
（2017年10月 群馬草津国際音楽協会に名称変更）
2017年9月 株式会社パソナグループ顧問就任

第8代ユネスコ事務局長
（1999年11月～2009年11月）
（アジア人で初のユネスコ事務局長）

松浦 晃一郎 氏
我が国の政府機関や民間企業、大学などの研究機関は、様々な形で国際貢献、活
動を行ってきています。例えば、官民でインフラ輸出を進めています。文化面でもユネ
スコの世界遺産、無形文化遺産の支援や、日仏交流160周年記念事業などの様々な

活動を実施しています。また、大学などの研究機関も先進技術の共同開発や移転、
人材育成などを行っています。このような現状を踏まえ、今後、我が国は国際的にど
のような役割を果たすべきか、どういう点をさらに強化すべきかなどに関して、豊富な
国内外での経験からお話しいただきます。

● 2019年1月16日（水）
１３時１５分～１４時４５分 （開場１２時４５分）

● 主催：国立研究開発法人土木研究所

水災害・リスクマネジメント国際センター

（ICHARM：アイチャーム)

● 場所：茨城県つくば市南原1-6

国立研究開発法人 土木研究所

ICHARM棟１階 講堂および会議室
（裏面参照）

* 講演言語：英語（日本語への同時通訳あり）

● 定員 130 名 （講堂：60名、会議室：70名）

事前にオンライン登録が必要です
（裏面参照）



国立研究開発法人土木研究所
水災害・リスクマネジメント国際センター（ＩＣＨＡＲＭ：アイチャーム）

〒305-8516 茨城県つくば市南原1-6
Tel:  029-879-6809
Email: icharm@pwri.go.jp
URL: http://www.icharm.pwri.go.jp/index_j.html

主 催

会 場

つくば市内位置図 土木研究所内位置図

本講演の聴講をご希望の方は、事前にこちらのウェブサイトよりお申込み下さい。
URL: http://www.icharm.pwri.go.jp/registration/index_j.html
受付期限：2019年1月10日（木）まで

定員（130人）に達し次第締め切らせていただきます。

（ご注意：当日は、招待参加者を除き、先着順で講堂の席をご案内します。講堂の定員を超えた場合
は、講堂隣の会議室にてライブ中継の聴講となりますのであらかじめご了承ください）

申込方法

* 来所時には守衛所の受付で、
所定の入所手続きを行なってください

茨城県つくば市南原1-6
国立研究開発法人土木研究所

ICHARM棟１階 講堂および会議室

ICHARM棟

ICHARM は日本初のユネスコカテゴリーIIセンター*です
（* ユネスコカテゴリーIIセンター：ユネスコと協力して各種プログラムを実施する機関のこと。ユネス
コからは独立しているが、ユネスコ総会にてユネスコの正式な協力機関として承認されている）

http://www.icharm.pwri.go.jp/registration/index_j.html
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